　　　理　科　　本時の学習計画　　　　　　　６月　２９日（火）第３校時

題材「重いものを簡単に持ち上げるには、どうすればいいだろう？」（６時間中の第１時）５年　２組　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
授業者　小林崇　寺島純一　吉村真司　田邊芳明　矢野智
（1） 学習のねらい
・てこを用いることによって重い物も楽に持ち上げることができると気づく。

・支点・力点・作用点の位置の順番でてこの作用が変わることに気づく。

・日常生活の中にてこの原理を見出し、生かそうとする意識を持つことができる。
（2） 学習の展開

	過程
	学習活動
	予想される子どもの動き
	時間
	指導と評価

	どうやったら、もっと簡単に出来るのかなぁ。

てこを上手く使えば、簡単にものを持ち上げられるんだ。


	1.砂を入れた袋を持ち上げる
２．てこを使って、いろいろな方法で袋を上げてみる。

３．日常生活で使われている、てこの原理。
	どのようにしたら重い物が簡単に持ち上がるだろうか？
○先生！　こっちのほうが簡単に持ち上がるよ？

・そんなのわからないよ。こっちも軽いし。
・全部同じくらいじゃない？

・そんなことないけど、大して変わらないかも。

・やっぱり、こっちかなぁ。

○おもりを手前にもってきて、力を入れる位置を手前のほうにすれば、軽いよね。
・うん、これが一番軽いよ。
・もっと近づけてみたらどうかな。
・でも、こっちだって簡単に上がったよ。
・持つ人と、見てる人に分かれてやればもっとスムーズだよ。
実験①てこの装置を利用し、持ち上げてみる

実験②おもりの位置を変えて、力の入れ方の変化を確かめる（他の条件は変えない）

実験③力を入れる位置を変えて、力の入れ方の変化を確かめる（他の条件は変えない）
実験④作用点・力点の位置は変えずに、支点を変えて、力の入れ方の変化を確かめる

○へー、いろんなところで使われているんだね。
・シーソーとかもそうだよね。
・もっといっぱいあるかも。
	10’
25’
10’
	○飛脚の例を挙げて、簡単に重い荷物を持ち上げる方法に気づくことが出来る。
・持ち上げる時に、落とさないための注意。

・教師の説明をよく聞くことが出来る
○最も簡単に持ち上がる方法に、たどり着くことが出来る。

てこの原理を用いた、砂の袋と印のついた棒
学習材の価値

力を用いるときに必要な力点、支点、作用点の効用に気づくことが出来る。

・全員が協力して作業しなければ、上手く出来ないことに気づく。

・譲り合いが出来る。
理科の考えかたが使えているか、話し合いの中で見ていく

○いろんな具体例を出すことが出来る。

・次の授業まで、宿題をこなすように注意。


